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２
０
０
１
年
１
月
、
静
岡
県
焼
津
市
上
空
で
日
本

航
空
機
同
士
の
ニ
ア
ミ
ス
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
管
制
用
シ
ス
テ
ム
の
性
能
向

上
や
航
空
路
の
再
設
定
等
、
航
空
管
制
の
現
場
で
は

多
く
の
改
善
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら

間
も
な
く
20
年
、
改
め
て
事
故
の
教
訓
と
向
き
合
う

べ
き
時
が
き
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

は
じ
め
に

２
０
１
９
年
７
月
１８
日
、
近
年
の
航
空
需
要
の
高

ま
り
に
対
応
す
る
た
め
、
首
都
圏
空
域
再
編
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
主
た
る
変
更
点
は
、
東
京
国
際
空
港

と
成
田
国
際
空
港
の
出
発
・
到
着
機
を
取
扱
う
東
京

進
入
管
制
区
（
注
１
）
の
拡
大
と
、
東
京
航
空
交
通

管
制
部
が
管
轄
す
る
三
重
県
か
ら
静
岡
県
に
か
け
て

存
在
す
る
空
域
を
整
理
し
、
新
た
に
「
知
多
セ
ク
タ

ー
（
Ｔ
２５
）」
を
設
定
し
た
こ
と
で
す
（
注
２
）。

空
域
再
編
前
ま
で
は
、
三
河
セ
ク
タ
ー
（
Ｔ
２4
）

が
北
米
か
ら
台
湾
方
面
へ
向
か
う
通
過
機
に
加
え
、

東
京
国
際
空
港
の
出
発
機
・
到
着
機
の
ほ
か
、
中
部

国
際
空
港
出
発
機
や
大
阪
・
関
西
国
際
空
港
到
着
機

な
ど
多
く
の
航
空
機
を
同
時
に
取
扱
っ
て
お
り
、
極

め
て
混
雑
し
た
空
域
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
こ
の
航
空
交
通
が
輻
輳
す
る
空
域
の
あ
り
方
に

つ
い
て
見
直
し
が
行
な
わ
れ
、
三
河
セ
ク
タ
ー
の
東

側
の
一
部
空
域
を
２
８
，
５
０
０
フ
ィ
ー
ト
（
１
０

０
０
フ
ィ
ー
ト
＝
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
）
を
境
目
に

上
下
分
割
し
、
そ
の
上
部
が
知
多
セ
ク
タ
ー
と
し
て

新
た
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
（
図
１
）。

知
多
セ
ク
タ
ー
の
狙
い
と
し
て
は
、
東
京
国
際
空

港
の
出
発
機
と
到
着
機
の
取
扱
い
に
特
化
す
る
こ
と

に
加
え
、
周
辺
空
域
と
航
空
路
の
抜
本
的
な
見
直
し

を
行
い
混
雑
を
解
消
す
る
こ
と
で
、
同
空
域
に
お
い

て
処
理
で
き
る
航
空
機
の
数
が
増
加
す
る
と
い
う
も

の
で
し
た
。

日
本
航
空
９０７
便
事
故
か
ら

�
考
え
る
管
制
空
域
の
現
状
に
つ
い
て

～
焼
津
上
空
空
域
は
本
当
に

�

変
わ
っ
た
の
か
～
航空管制支部




